
 

 

の一人です。1930年、この祈りのムーブメントが始まっ

た時に、イスラエルという国家は影も形もありませんで

した。中田重治が何故、イスラエルのために祈れと言い

出したか、確かなところは不明です。若い頃アメリカで、

ムーディー聖書学校の誰かから、「イスラエルのために祈

れ」と教えられていたのではないかと思います。 

 アジアの皆さんに多大な迷惑を掛けた日本ですが、神は

今、新約聖書の本当の福音を教えようとして下さっている

ようです（拍手）。「ひとりの御使が、生ける神の

印を持って、日の出る方から上って来るのを見た」

（黙示録7：2）とあるのは日本のことと私は思っ

ています。日本は「印鑑」のシステムが残った珍

しい国なのです。 

❦自分のいのちは神のいのち 

 私たちのいのちは「自分のいのち」ではあり

ません。いのちの実体は神にしかなく、その神

がお一人ひとりと共に生きているからあなたは

生きております。だから、自分のいのちがあっ

て、その自分のいのちを自分で何とかしようと

いう思想はとんでもない悪魔的なものなのです。 

 私たちは、「自分は救われたい」と思うけれど

も、聖書が言うところによれば、「キリストと共に十字架

につけられ」て死んでいるからこそ、救いにあずかるこ

とができる。ところが我々は、十字架抜きで自分が救わ

れたいという根性を持っている。それは自己矛盾です。 

 キリストにあって本当の祝福が、救いが成就されるた

めに我々が何をすればよいか。それが我々の使命なので

す。だから、キリストの計画に協力せず自分が救われる

ためだけに教会に行くのは全くの自己矛盾なのです。 

 霊に従ってキリストを拝し、霊に従ってその業をなす

ことが私たちには要求されています。水と霊によって神

の国に入っている私たちです。水で洗礼を受けたのは、

十字架において肉に死んだという、神との契約なのです。

肉において殺され唯一、神とつながって活かされている

いのちであることを覚えて下さい。 

❦ユダヤ人迫害で手を汚していないアジアから 

 私たちはアジア諸国と、ユダヤ人をつなぐ使命を果た

しております。 

 救いの一つの鍵を握るのはユダヤ民族です。私たちが

ユダヤ人の救いのために、キリストのご計画が成就する

ために働くのは、「みこころが天に行われるとおり、地に

も行われますように」との祈りにかなっています。 

 アジア諸国は、ユダヤ人迫害で手を汚しておりません。

私たちアジアの教会は、いわばキリスト教会の代表とし

てユダヤ人にアプローチするのに有利な立場にあると思

うし、その責任があるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 第二次大戦時の迫害下で、ユダヤ人の救いのために祈っ

ている者たちがおりました。中田重治牧師の弟子である

ホーリネス系の者たちです。私もその一員です。 

 当時、日本という大きな近代国家が、天皇という人間

を神とし、「天皇のためなら死んでもいい」

と多くの人が思うような天皇主義に染

まったのは、人類史上、他にはないこと

でした。 

 そんな情勢下、特別高等警察（思想取

り締まりを目的とした国家の機関）など

の厳しい弾圧があるなかで、聖書の神を

信じるとか、再臨の主を待ち望むという

ことは、「とんでもないこと」であったの

です。 

 そんな信仰を理由に投獄されたホーリ

ネス系の牧師などは100人以上、獄死に

到った方々もあります 

❦戦時中、日本による多大な害を詫びる 

 戦時中の、軍部の圧政の愚かさはフィリピンでも、と

んでもない迷惑をお掛けしたことが私の心の負い目となっ

ています。おじいさんやおばあさんの世代に、日本軍の

迫害によって大変な目に遭われた方がたくさんおられる

でしょう。日本人としてここに立っていること自体、針

のむしろのような思いです。 

 お詫びと罪滅ぼしのためにも聖書の、本当の福音を、

イスラエルにおける働きと共に、ひとつのからだとなっ

て共に担っていきたい。また、その支援をしていきたい

と願っています（静かに拍手が起こる）。 

❦イスラエルがメシアを信じることこそ 

 イスラエルは諸国に離散して2000年間、国がなかった

のですね。それがユダヤ性を保ち、聖書の神を信じ続け

て保たれて来た。それは大きな神の御業と思います。 

 イスラエルはまだ、イエス・キリストを信じ、受け入れ

るに到っておりません。これは歴代のキリスト教会があま

りに反ユダヤ的であったことに責任があります。新約聖書

自体には、反ユダヤ的なところはないのにです。それなの

に、とんでもない暴虐行為をしてしまった。 

 聖書の民であるユダヤ人こそ、メシアを受け入れなけ

ればなりません。主は、「わたしは、イスラエルの家の失

われた羊以外の者には、つかわされていない」（マタイ15：

24）とおっしゃいました。 

 私も85年間、イスラエルの回復のために祈ってきた者
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 11月３日 か ら５

日、フィ リピン・マ

ニラのグリーンヒル

ズ教会で、第４回ア

ジ ア・メ シ ア ニ ッ

ク・フォー ラ ム（Ａ

ＭＦ）が祝福のうち

に開催されました。

６年前、日本で第１

回が開催さ れ た 時

は、アジア各国の回り持ち開催など考えられないことで

したが、主の導きにより各国から主催の申し出があり、

２年ごとの巡回開催が順調に進んでいます。 

 参加者は現地のフィリピンを含め450人余り。日本か

ら30余人、韓国から20余人、台湾、インドネシア、イン

ド、シンガポール、タイ、香港、

オーストラリアから参加がありまし

た。参加人数はシンガポールより少

な目でしたが、前回は夜の部（無

料）だけの参加者が多かったのに比

べ、ほとんどの参加者が３日通しで

参加。イスラエルやメシアニック・

ジューに関して知識のある参加者が

多く、よくメッセージを理解してお

られたように思います。顔見知りが

多く、非常に家族的でまとまってい

る印象を受けました。 

❦８５年続いた祈りを原動力に 

 開会賛美の後、「イエス様を一緒にお迎えしよう」

と、各国代表が壇上に登り「バルーフ・ハバー」を参

加者全員で賛美して始まりました。 

 海外の聖会が日本に来るのは珍しくありませんが、

日本発の聖会が世界を回る例は珍しいと思います。そ

の原動力となっているのは、85年前に日本で始まった

イスラエル回復の祈りです。アジア各国でイスラエル

回復の祈りが本格化するのは1990年代以降。そのはる

か以前、イスラエルの国も無かった時代から、迫害に

耐えて祈り続けた信仰の先輩たちの証しは、アジアの

人々に感動を与えます。 

 ですから、いつもＡＭＦの開会式では「イスラエル

への祈り――時を超えて」（10分要約版）を上映しま

す。ＡＭＦはまさに、先人の祈りへのこたえです。日

本を代表し、聖書研究会の村岡丈夫師から、祈りを受

け継ぐ者として証しを語って頂きました（１面参

２ 

アジア･メシアニック･フォーラムアジア･メシアニック･フォーラムアジア･メシアニック･フォーラム   

照）。次

いで日本チー

ムの賛美の時間。京都グロー

リーチャーチの鳥谷部兄の

リードで若い参加者たちが賛

美しました。 

 実行委員長のビューラ・バ

ドゥア師の希望もあり、初回

の大会と同じ３人の講師がそ

ろいました。ＡＭＦの発端は

09年、シオンとの架け橋が３人の来日を個別に要請し

たところ、講師側から同時来日の提案があり、それが

アジア各国参加者を招いてのＡＭＦ開催につながった

のでした。当時、アジアの国々にほとんど知人もな

く、参加者誘致に苦労しましたが、神は多くの奇跡的

な業で韓国、シンガポール、タイの

３か国から参加者を送って下さいま

した。この３か国は今も重要な私た

ちのパートナーです。 

 ピーター・ツカヒラ師 は「神 の

国」、ヨセフ・シュラム師は「教会

の回復」、エイタン・シシコフ師は

「ひとりの新しい人」との重要な

テーマでお話し下さいました（４～６

面）。 

 ＡＭＦのパートナー団体は、私た

ちが選んだわけではなく「自然に」

結集しましたが、一緒に活動するう

ちに互いのビジョンがよく分かって

来ました。それぞれの団体が、イスラエルのメシア

ニック団体支援、講師の招へいやセミナー開催、教会

への教育活動、国によっては人道支援活動などに携

わっています。今回、共催国に名を連ねた日本、韓

国、シンガポール、フィリピン、台湾、インド、タイ

から活動報告をして頂きました。 

❦相互伝道、インドでのユダヤ人伝道 

 今回の新しい展開は、相互伝道協力（１０～１ １面に紹

介）についての報告でした。また、兵役後に外国を放

浪するイスラエルの若者に福音を伝える試みも、ＡＭ

Ｆメンバー間での協力により進んでおり、インドから

の宣教報告には大きな拍手がありました。 

 残念だったのは、10人近く参加したインドネシアの

報告を聞くことができなかったことです。これは、参

加が決まったのが遅かったという事情です。イスラム

ＡＭＦクッキー 

 ２０１３年大会では、シンガポールの

教会メンバーにお菓子屋さんがいて、Ａ

ＭＦケーキを作って下さいました。 

 今 回 は、お 菓

子屋をやってい

るパトリシアさ

んお手製のＡＭ

Ｆクッキーが参加

者にプレゼントさ

れま した。２年後

の台 湾で は「ＡＭ

Ｆ月餅」が登場？ 

  １０か国以上から４５０人参加。アジア諸国に｢来る｣ユダヤ人への伝道など報告 

   深まる一体感と、新たなユダヤ人伝道への息吹深まる一体感と、新たなユダヤ人伝道への息吹深まる一体感と、新たなユダヤ人伝道への息吹   
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回」を開催し、今度はユダヤ人を「ユダヤ人のまま」

教会に受け入れる決議をしようという壮大なプロジェ

クトです。カトリックや東方教会まで含めるというア

プローチには賛否両論あり、実際に「第二エルサレム

会議」を開催する目途は全く立っていません。しか

し、私たちがそんな大きな歴史の曲がり角を生きてい

ることを感じさせるプロジェクトではあります。 

❦大会旗は台湾に。別れを惜しみつつ… 

 大会の最終日の午後、大会旗は次回開催国の台湾

チームに引き渡されました。ホスト団体

はユース活動も強力で、2017年は夏休み

の時期に、ユース活動と組み合わせて連

続開催する計画が進んでいます。 

 夜の部のフィナーレで、エイタン・シ

シコフ師のリードで

聖餐式が執り行われ

ました。閉会後も、

多くの人々が会場に

いつまでも残って写

真を撮ったり、挨拶

を交わ し てい ま し

た。フィリピンでは

「３回お別れを言わないと別れない」ということわざ

があるそうです。参加者はいつまでも別れを惜しんで

いました。 

教国ですが、２億５千万人の人口の約20％は

クリスチャンで、日本の50倍に相当する５千万

人のクリスチャンがいるそうです。彼らは非常にイスラ

エルに熱心で、昨年はTJCⅡ（第二エルサレム会議に向

けて）の聖会も開催されました。次回のＡＭＦには、ぜ

ひ共催国として参加頂きたいと願っています。 

❦ＴＪＣⅡやＬＣＪＥの世界的な動き 

 今回は、LCJE（ローザンヌ・ユダヤ人伝道協議会）

の活動プレゼンテーションの時間もありました。早川

衛師により、日本での活動紹介があり、韓国のイ・

ジョン牧師が、同国で始まりつつある活動を紹介しま

した。今回はご参加頂けませんで

したが、香港とシンガポールでも

LCJEの活動が行われています。 

 アジア各国LCJEのうち、最初に

活動を始めたのは日本支部でし

た。しかし国際大会に代表を派遣

するほかは、国内活動に専念する

かたちで、「アジアのリーダー」

としての役割を果たしているとはいえません。アジアに

は多くのユダヤ人が住み、観光客として訪れるユダヤ人

も多いですから、アジアにおけるユダヤ人伝道には大き

な可能性があります。その動きをリードする役割を、日

本のＬＣＪＥが果たして頂ければと願います。 

 もう一つの国際団体として、TJCⅡのプレゼンテー

ションもありました。異邦人を「異邦人のまま」教会

に受け入れることを決めた使徒15章の会議の「第２

 ＡＭＦのような集会に出て、講師の話しを聞くこと

はとても大事ですが、私たち若者にとって、ずっと

座って聞いているだけでは疲れしまうので（笑）、た

まには実践的なこと、例えばイスラエルに出向いてコ

ングリゲーションやミニストリーのお手伝いをすると

いったことをしたいという意見が出されました。来年

か再来年、そういう活動をするツアーのようなものが

できればいいなということでした。 

 どの国のメディアも、イスラエルに対立的

な立場の報道が多いなか、若者たちが本当の

イスラエルを知るためにも現地に足を運び、

主がイスラエルの中で行われている働きをこ

の目で見ることが大事ではないかということ

も出ました。 

 最後に皆で祈る時間を持ちました。「主が

私たち若者を導いて下さいますように。私た

ちがいろいろな計画の全てを主にゆだね、そ

れを主が導いて下さいますように。今までやって来て

下さった前の世代の方々と一緒に協力して、若者がイ

スラエルのために、主の御国の前進のために更に歩め

るように導いてください」と祈りました。 

 

 

 

 

 大会２日目に、若者たちのグループ「AMF young 

adults」が集まりました。イスラエルの働き、祈りを

私たちの世代が引き継ぐために、お互いのことをシェ

アし、祈り合いました。参加者は日本、台湾、韓国、

フィリピン、シンガポールなど、さまざ

まなところからでした。一緒に話し合う

ときは英語が共通語のような感じです。

お菓子を囲んで最初は、お互いの自己紹

介など、楽しく話しました。 

 京都グローリーチャーチの方々が参加し

ておられ、ＡＭＦ直前にイスラエルへ行っ

てミニストリーをして来られた報告をして

下さいました。 未信者の方々などに日本

の文化の紹介をしながら親交を深め、何よりもイェシュ

アを伝えるものだったそうです。そこから、自分がイス

ラエルのためにどんなことをして行けるかをディスカッ

ションしました。 

  若者の集いレポート 

足を運び、実践をしたい 



 

 

 

 

 

 

 ＡＭＦはさまざまな民族や文化の人々が集い、アジア

の、そしてイスラエルのキリストのからだをも変革する

大きな衝撃になると確信しています。 

 教会の回復とイスラエルの回復について語ります。

私たちのコングリゲーションは最近、建物の改修工事

（レストア＝回復）を終えましたが、困難な仕事でし

た。何かを「回復」するのは困難な、時として痛みを

伴う作業です。忍耐や調査、費用が必要です。 

 イスラエルには約4000年、教会には約2000年の歴史

があり、それらは神の計画とはかけ離れたものになって

います。建築家である神は組織では

なく共同体、総合的な神の国（王

国）を設計したはずです。イエスの

ことばに教会（エクレシア）は４回

しか現れません。主なメッセージは

神の国でした。 

❦聖霊の働きの回復と軌を一に 

 宗教改革の指導者たちは、教会が

誤った道を進んでいることを知って

おり、改革を行ったのですが手遅れ

でした。コンスタンティヌスがキリ

スト教を、ローマ帝国の国教にした

時に多くの偶像崇拝の聖職者が一夜

でキリスト教会の聖職者になりまし

た。異教の祭を、その名称を変えるだけで取り入れまし

た。２世紀から７世紀までの長い時間の間に、徹底的に

イスラエルと教会の関係が絶たれたのです。今日の教会

は、新約聖書に書かれた共同体とはかなり違ったものに

なっています。 

 建物を修復するには、元の設計図が必要で、それは

新約聖書だけではなく、旧約も含む聖書全体です。 

 イスラエル回復は教会の回復に依存しています。約

100年前にアズサ通りで聖霊の働きが回復したのが教

会の回復の始まりだと思いますが、それと同じ年にシ

オニスト連合が、父祖の地にイスラエルを建国するこ

とを決意しましました。このようにイスラエルと教会

の回復は並行関係にあるのです。 

 教会は一致し、キリストだけをかしらとすべきで

す。私はＡＭＦや、現在世界各地で起こっている運動

を、聖霊の第四の波だと考えます。最初の波はイスラ

エルと関わりがなかったのが、聖霊の働きによってイ

スラエルへの目が開かれて行ったのです。イスラエル

の位置が回復され、教会が一致する必要があり

ます。私たちはどんな神学を持っていようと、

他の兄弟たちと離れてしまってはいけません。 

❦議論も大事。一緒に働くことはもっと大事 

 私は姉と顔を合わせるとすぐ口論します。議論はイ

スラエルの「国技」ですから、私は他のクリスチャン

と神学論争します。しかし、神学が違うから一緒に働

かないのは間違いです。私たちには１人のかしらしか

いないのですから、世界の救いのためには違いを超え

て共に働くべきです。 

 教会の回復にはイスラエル回復と教会の一致と共

に、恵みに頼るだけでなく主に従うことが救いへの過

程の一部であるという教えが必要と思います。恵み

は、御心を行う努力なしには与えられず、全力を挙げ

たのに失敗した時に働くと思います。イエスの、「あ

なたは私を愛するなら私の戒めを行う」という教えが

回復される必要があるのです。 

 そして、真理への飢え渇きを回復して欲しい。牧

師の言うことを鵜呑みにはせず、確かめて下さい。

今私が申し上げたことも、自分で聖書を読んで判断

して欲しいのです。私たちは聖霊の働きを求めるべ

きですが、聖霊の働きを正しく理解するには真理を

求めるべきです。私たちを本当に自由にするのは真

理だけです。聖霊の賜物は、自分たちが楽しむため

ではなく、未信者に神の力を示すためです。イェ

シュアが救い主であることを証しするのが、聖霊の

働きの目的です。 

 皆さんがここで聞き、体験したことを各人の場に

持ち帰ることによって、教会を回復する聖霊の第4の

波が進みます。それは、ペテロが使徒3章で語ってい

る「万物更新の時」につながります。 

❦全人類の回復のためのイスラエル回復 

 アブラハムが選ばれたのは、バベルの塔で神に背い

た全人類を神のもとに導くためで、この使命はアブラ

ハムの子孫に永遠に託されました。この目的は、イス

ラエルと教会の回復に深い関わりを持っています。エ

レミヤの預言のように、異邦人らがエルサレムに来

て、「人が自分で神々を造ることができましょうか。

そういうものは神ではありません」（16：19～20）と

告白する時が来ようとしているのです。 

 エレミヤは哀歌の終わりで、「われわれの日を新た

にして、いにしえの日のようにしてください」と書い

ています。「新たないにしえの日」という矛盾したア

イデアが、「回復」というアイデアを象徴していま

す。私たちはかつての最高だった状態、聖書という青

写真に戻ることを望むべきです。人間が混乱を持ち込

んだ後の状態ではなく、最初に神が作った教会を回復

すべきです。 

４ 

教会とイスラエルの回復 
旧約を含む聖書全体という設計図に帰る 

ヨセフ・シュラム 



 

 

のですか」（使徒１：６）と聞いたのです。彼らが復興

（回復）について聞いているのに注目してください。彼

らは、これから起こることが旧約聖書の続きであり、そ

してイスラエルに関することを知っていたのです。 

❦カルヴァンの見解との相違 

 この質問をカルヴァンは批判しました。弟子たちは、

この世に神の国が来ると考えるほど無知だったと。彼は

旧約と新約を一つのものと理解していなかったので、こ

の質問の重要性を理解できなかったのだと思います。 

 現在、2000年の時を超えて、神はユダヤ

人をイスラエルに集めておられます。同時

に教会でも変化が起こっています。とりわ

け全ての人が見るべきなのがメシアニッ

ク・ジューの出現です。彼らの“復活”

は、イスラエルの救いが迫っていることを

示しています。 

 現在イスラエルは罪深い状態で、最大の罪

はイエスを受け入れないことですが、罪が

あってもイスラエルを愛して下さい。神がイ

スラエルを選んだという理由で、どんなこと

があってもイスラエルと共に立って頂きたいのです。こ

の姿勢を取る時に私たちは、元の土台とつながれ、活動

にいのちが戻ります。 

❦メシアニックは｢十人の義人｣のようなもの 

 イスラエル全体というより、残された者であるメシア

ニック・ジューに目を注いで下さい。多くのクリスチャ

ンはイスラエルの不完全さを問題にします。イスラエル

に来てもメシアニック・ジューに会おうとしない。しか

し会えば、将来イスラエル全体がどうなるかが分かりま

す。そこには悔い改め、祈り、喜びがあります。 

 パウロもローマ９：６～７で、イスラエルの一部で

ある残された者に注目するように命じています。それ

は今、メシアニック・ジューなのです。神は10人の義

人がいればソドムを滅ぼさないと約束されました。一

部の義人の存在を重視するのが神のやり方です。 

 メシアニック・ジューは大きな抑圧の下で祈り働き

続けて来ました。今やその礼拝は開かれた天国のよう

です。やがてエルサレムの住民が通りに出て聖い手を

上げ、「イェシュアよ来て下さい。主の名によって来

る者に祝福あれ」と叫ぶ日が来ます。初臨でイスラエ

ルがイエスを受け入れなかったのは、小さな、弱い者

に目を注がなかったからです。弱々しいロバに乗って

入城し、みじめに十字架にかかったその姿の故に、自

分たちの王と認められなかったのです。同様に愚かで

小さく弱いメシアニック・ジューを、神は残された者

として選んでおられます。      

 

 

 

 

 

 聖書的な根であるアブラハム、イサク、ヤコブともう

一度つながることについて、私たちは学んでいます。私

たちは、聖書は旧約と新約が一連の物語であることを確

認しました。つまりキリスト教を、2000年近く切り離さ

れていた聖書的な根とつなごうとしているのです。 

 10年、20年単位では分かりませんがこれから、変化

は必ず起こります。私はこのイスラエ

ルに関するメッセージを、「教会の新

しい建物」と呼びます。回復が、元の

青写真に戻すことならば、一部を解体

する必要があり痛みも伴います。Ⅰコ

リント３：10～11でパウロは、自ら

は「建築家」にすぎず、オーナーであ

る神の設計図（ビジョン）に従って建

てたのだと言いました。そして、この

建物の土台はイエス・キリスト以外で

はあり得ません。 

❦土台から修復すれば新しい力が… 

 エペソ２：19～20でもパウロは「建物」のテーマを取

り上げ、異邦人に向かって語ります。イエスが土台の最

重要部分で、使徒、預言者たちも土台の一部です。これ

らの人々は全てイスラエル出身です。神の国という建物

の土台として、イスラエルは重要です。私は、このメッ

セージが新しいキリスト教の土台となり、新しい力が与

えられ、役割を完遂できると確信しています。 

 私たちはメシアニック・ジューの出現や聖霊の働き

をこの目で見ています。まだまだ多くの作業が残され

ていますが、今のままの教会には、それを行う力があ

りません。回復された教会が役割を果たすのです。 

 回復の作業をどこから始めるべきでしょうか。土台

からです。きちんとした土台に建っているかを確認す

べきです。組織としての教会は、「適切な」大きさに

する必要があるでしょう。礼拝に何人集うかより、ど

れだけの人を訓練して送り出し、どんな成果を上げて

いるか。つまり「実」を問題にすべきです。 

 私たちは神の国に関し、自分の理解ではなく、使徒的

な理解を求めます。聖書に立ち返って彼らの考えを理解

する必要があります。そのために私たちは聖霊が与えら

れ、その働きによって真理を捉えることができます。 

 私たちがこの地上でイエスに５分間だけ会い、１つだ

け質問できるとしたらどんな質問をするでしょうか。イ

エスの昇天直前の弟子たちは、そんな状況でした。「主

よ、イスラエルのために国を復興なさるのは、この時な
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  教会の回復と神の国 

メシアニックは真のユダヤ人の先駆け 
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ユダヤ人と異邦人が霊的資産を共有することは、

奥義だと語られています。そして、ローマ11：

25～26にある通り、盲目な者の目が開かれた時に、奥義

の覆いが取り除かれるのです。 

 エペソ2：11～21によれば、異邦人は神なき者でした

が、イェシュアの永遠の犠牲を通して、神の聖なる臨在

に近づくことができるようになり、ユダヤ人と異邦人の

隔てはなくなったのです。 

 創世記17章の、アブラハムとの契約から始まる全ての

ことが、神の計画の物語です。「ひとりの新しい人」とい

う文脈で、全てのことがつながりを持っています。メシ

アを通じて、この物語に男も女も、異邦人もユダヤ人も

参加しているのです。 

 ゴールは神ご自身です。そして、エペソ2：19～22の

約束の目的は、救われることというより、隅のかしら石

であるキリストにあって、建物全体が組み合わ

され、主の聖なる宮を建てることなのです。こ

れは壮大なビジョンです。世界を変えるための

神の約束であり、聖なる宮は、霊なる神の住ま

いとなるのです。異邦人とユダヤ人はそのため

に、神の家の家族となるのです。 

３．約束 回復と癒しを悔い改めから 

 回復とは、ユダヤ人と異邦人にとって何を意

味するでしょう。異邦人にとっては、反ユダヤ

主義の歴史の過ちを認め、悔い改めることです。

それが、神の約束を回復することになり、その

誠実な姿勢がイスラエルに奮起を促します。こ

れは、イェシュアを信じる異邦人教会だけが行えます。

教会は謙虚になって悔い改め、仕え、イスラエルへの召

命と、神の目的である神の国を受け入れることで、癒し

をもたらすことができます。 

 悔い改めは、物事を変化させ、ひとりの新しい人を起

こす原動力です。今や皆さんは、イスラエルの立場を否

定する置換神学を、くつがえそうとしておられるのです。  

 ユダヤ人側の役割は、使徒１：８に記された本来の務

めに仕え、イザヤ2：2～3の目的のために働くことです。

皆さんもその役割を担っています。メシアのユダヤ的視

点は2000年近く失われて来ました。まさに私たちは、重

大な計画の預言的な回復に関わっています。 

 そのためには、聖書的な祭が鍵となります。全ての祭

は、最も重要な意味であるイェシュアを表しているから

です。ですから、共に祭を祝い、贖いの小羊であるイェ

シュアを受け入れ、神の国を見出すことができるのです。 

 私たちは諸国の皆さんと共に、失われた神の国を再発

見しなければなりません。このような重大な段階を歩む

ことは、私たちの世代の務めなのです。神が召している

使命のために、共に主を求め、私たちの王、主の道を備

えましょう！            

 

 

 

 

 

 

 私は異邦人クリスチャンによって訓練を受け、世の罪

のための主の犠牲を理解し、信仰へと導かれました。 

 彼らはイェシュアの弟子として、私自身のユダヤ性を

追い求めることを促してくれたのです。この恵みを前に

して、私は主の前にへりくだります。 

 さて、「ひとりの新しい人」についてしばしば誤解が生

じています。そこで、三つの鍵となるテーマを語ります。

まず、一見理屈に合わない二つの矛盾す

る事柄が、最後に一 つに統合されて真

理を立証すると私が理解する、パラドッ

クスから話します。 

１．パラドックスを用いる神 

 神は、パラドックスを用いて真理を明

らかにします。パウロは、「男も女もな

い」と言う一方、女のかしらは男だと述

べます。治める人に対して従いながら、

しかし全ての人は自分の心に従うという

言い方もされています。 

 男性はリーダーシップを取るという特

性、適性があります。私たちはひとつのからだでありな

がら互いに、それぞれ異なる、キリストの肢体の一つで

もあるのです。また創世記2：24に、「妻と結び合い、一

体となる」と記されているように、異なるように分けら

れたものが一体となって、新しく霊的に一つとされるの

です。 

２．問題点   多様性と、「ひとりの人」  

 創世記１章で神は、夕と朝、天と地など異なるものを

呼び出し、ひとつに統合して創造されました。そして人

に、それらを治めるよう命じています。その意味で、私

たちは「違い」に感謝すべきです。ヒューマニズは、「全

ての人は、皆同じ」と考えます。しかし神は初めから、

多様性という青写真をもって創造し、一人ひとりに違う

召しを与えているのです。 

 「ひとりの新しい人」を考える場合も、パラドックス

が生じます。この場合も、本来の意味を見失ってヒュー

マニズム的な「ひとつ」を考える傾向があります。 

 それは、同質化された「ひとりの人」ではありません。

教会文化を持つ「ひとりの異邦人クリスチャン」や、「異

邦人のためのひとつの新しいトーラー」でもないのです。

聖書をより深く読まなければなりません。エペソ３章で
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す。他のフィリピン人の大会関係者にも、家族が日本

兵の被害に遭った方々が多数おられます。日本からの

参加者にも家族がフィリピンで戦死したり、奇跡的に

戦死を免れた人が多くおられるのです。 

❦１日がかりのバスの旅で心合わせ 

 朝７時にホテルを出発し、３時間半かけて半島の根

元にあるサマット山の記念館に到着しました。記念館

では、バターン・コレヒドール守備兵の会の会長さん

から話を聞きました。父親が兵士だった方で

す。彼は「日本の大使が毎年来て、謝罪の挨拶

をしてくれる。私たちは皆さんを赦している」

と語られました。こうした団体の責任者が、慰

霊施設の中で堂々と「赦し」を宣言するのを聞

き、さすが聖書の教えが根づい

たキリスト教国だと感銘を受け

ました。 

 その後一行はバスで、行進の

出発地点に向かい、そこで祈り

をささげ、１キロ地点までバス

で移動。そこから２キロ地点まで、フィリピン人と日本

人がペアになって「祈りの歩行」をしました。当時は日

本人がフィリピン人を歩かせたが今日、「キリストのか

らだ」としてひとつにされた両民族が共に歩くとバドゥ

ア師は宣言しました。 

❦赦しと和解を通じ、「ひとつのからだ」に 

 その後バスで、行進の終点である102キロの地点に移

動。道路事情が悪く到着時はすっ

かり夜でした。そこから捕虜たち

が貨車に乗せられた旧サンフェル

ナンド駅は記念館となっており、

日本兵、フィリピン兵、米兵の像

が置かれています。私たちはその

記念館に入り、共に祈りの時を持

ちました。 

 この日のために駆けつけて下さった、死の行進犠牲

者の子孫たちがそろって「日本を赦します」と宣言。

祭司の民イスラエルを代表して参加して頂いたヨセ

フ・シュラム師、エイタン・シシコフ師がショファー

を吹き鳴らし、和解を宣言されました。 

 日本から参加したメンバーに、死の行進の責任者の親

戚もいて、フィリピンの方々から赦しが与えられたこと

に感動しておられました。米国籍を持つ人、また日本軍

のフィリピン攻略の拠点となった台湾の人々も参加さ

れ、歴史を振り返る意義深い旅でした。70年前に殺し合

いを演じた人々の子孫が、キリストにあって「ひとつの

からだ」とされたことを感謝しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フィリピンは戦時中、日本軍から受けた被害につい

て声高に言いませんが、実はかなり甚大な被害を受け

ています。その事件の一つとして国民的に記憶されて

いるのが「バターン死の行進」です。 

 第二次大戦が始まった1941年、日本軍はフィリピンに

侵攻。その際、米・フィリピン軍はマニラでの市街戦を

避け、近くのバターン半島に軍

を集結させます。半島内で激し

い攻防戦が続き42年４月、

米・フィリピン軍は降伏しま

す。日本軍の予想をはるかに超

える数の兵士が投降したため、

日本軍は捕虜を歩かせ、途中で

多数が死亡しました。これが

「バターン死の行進」です。フィリピンは半島陥落の

日を「勇者の日」とし、国民の休日にしています。 

 米国はこの事件を真珠湾と並ぶ「日本の残虐行

為」として宣伝したため、日本からは「誇大宣伝」だ

との反論もありますが、生存者らの証言から、多くの

捕虜虐待行為があったことは確かです。 

 第二次大戦の終盤、フィリピンは米軍に奪還されま

すが、その時も凄惨な戦いがありました。太平洋戦争

における日本人の総犠牲者数は、民間人を含めて310万

人といわれ、死亡場所別には、日本本土で70万人、沖

縄で19万人、中国本土で47万人、フィリピンでは52万

人といわれます。 

 日本軍は、フィリピンへの補給路が断た

れてからも兵士に投降を許さず、戦闘継続

を命じました。兵士らは現地住民から略奪

し、時には人肉まで食べて生き伸びざるを

得ませんでした。フィリピンでの日本人死

者の多くは餓死や病死で、大岡昇平の「野

火」はその惨状を描きました。フィリピン

人の被害はさらに甚大で、第二次大戦の間に約100万人

の兵士、民間人が死亡したとされます。 

❦大会参加者と戦争 

 大戦終結から70年を迎えた今年、「過去の歴史に区

切りをつけ、未来に向かって歩む」という意味で、広

島・長崎への祈りの旅が行われたことは、本誌の前号

でご報告した通りです。 

 この時に来日したフィリピンの方々のお話を聞き、

「ＡＭＦ大会の際にバターンを訪れたい」との思いが

与えられました。マニラ大会実行委員長のビューラ・

バドゥア師の叔父は、バターンの行軍犠牲者の一人で
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    日本軍による被害を覚え 

赦しを体験して 


